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17．i231・OIHを用いたERPF測定法の改良
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　われわれは第1報において，クリアランス法による

ERPFの測定で，　i231－OIHが血漿から赤血球へ移行す

ることによるERPFの過大評価を補正する計算式

（ERPF＝RBF×（100－Ht）／100）を示した．今回は，そ

の補正式の妥当性を検証する実験を行った．無尿患

者にiaSI－OIHを投与して血漿の時間放射能曲線を計測

し，in・vitro実験により既知の血漿一赤血球間の移行

定数から，血漿一細胞間液間の移行定数を求め，3－

compartment　modelを構成し，　ERPFの理論値を計算

した．これを，補正式から計算したERPF値と比較し

たところ，両者に良好な相関を得た（r＝0．883，p＜

0．OD．この補正式を用いることにより，従来法での

ERPFの過大評価およびERPFのHt値依存性が解消
された．
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　48例の軽～中等度の腎機能低下患者（血清Cr：1．07

±0．74　mg／dDを対象に，腎血漿流量測定用放射性薬剤

である99mTc－MAG3（MAG）とi3il－OIH（OIH）の動態を

比較した．MAG（185　MBq）とOIH（54　MBq）を同時

に投与後，2分から44分の間に8回の静脈採血を施

行し，標準液とともに血漿中の放射能を測定し各時

間での9。　injected　doseを計算した．このデータをも

とに2コンパートメントモデル解析を施行し，各速度

定数，分布容量，クリアランス，平均存在時間を比

較した結果，すべてのパラメータにおいて有意な相

関（p＜0．001）を認めた．特に腎血漿流量の指標となる

クリアランス値においては最も良好な直線相関（r＝

0．927，p＜0．001）が認められた．

19．Bubeck法によるWmTc・MAG3　TERの定量
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　Bubeckの考案した，99mTc－MAG3を用いた腎機能

定量法を38名の腎疾患患者に対して施行し，その臨

床的有用性を検討した．定量値，すなわちtubular・ex－

traction　rate（TER）は，血清クレアチニン値，クレアチ

ニンクリアランス，パラアミノ馬尿酸クリアランス

などの臨床検査値，Btl－OIHを用いて測定したERPF，

99mTc－DTPAを用いて測定したGFRなどとよい相関が

認められ，有用な腎機能の指標となると考えられ

た．TERの算出には採血が必要であり，施設によっ

ては実施が困難であるが，比較的簡便であり，採血

を行うことが可能な施設においては実施を検討する

に値する方法と思われた．

20．99mTc・DTPAおよびwmTc・MAG3キャプトプリル

　　腎シンチグラフィの比較しえた腎血管性高血圧

　　症の一例
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　腎血管性高血圧症が疑われた21歳の女性に99mTc－

DTPAと99mTc－MAG3を用いたキャプトプリル負荷腎

シンチグラフィを施行した．その結果，両検査で著

しい違いが観察された．°PmTc－DTPAでは典型的な片

腎性腎動脈狭窄を示唆するレノグラム変化と腎摂取

率の低下が観察された．99mTc－MAG3ではレノグラム

の変化のみで腎摂取率には変化が観察されなかっ

た．99mTc－MAG3の動態はRVHにおいて99mTc－DTPA

と異なることが示唆された．
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